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覊
輯
者

、

印
刷
者
に

は

手

數
が

多
く

て

も

護
者
の

便
利
を

計
る

樣

に

し
艶

い
．

前
者
は
一

時

朗
で

後
者
は

後
々

迄
も

闘

係
す
る

か

ら
。

　

飜
つ

て

我
が
動

物
學

難
誌
も

近

來
釜
々

貴
重

な

論

著
が

掲

戴
ぜ

ら
る

ヒ

樣
に

な

つ

て

椙
共
に

慶
賀
の

至

で

あ
ろ

が
、

頁

數
り

都

合
上

前

逑
の

探
な

篇

末
の

丈

獻

表
と

い

ふ

方

鶲
搬
麟
 

韆
霧
脚

ゾ

難
勤
鶴
鶏

磐
賑
睇 ．
一

纓
翻
織
螂

懇
罐
騰
麟

鬱
擺

覊
墜

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
へ

啻
に

引
用

夊

獻
の

六
め

り

み

で

無
い

一

般
に

横
書
の

瘍
合

の

脚
註

に

相

雷
で

る

も
の

奄

設
け
る

事
は

捶
め
げ
、

必

要
の
、

芝
と

思
ふ

。

　
　
　

　
　
　
（

大
島

廣
）

　

編

輯
委
員
臼
，

丶

大

島
理

學
士

の

本

誌
に

對
す

る

注

文、

甚
御

尤
に

感

す
。

（

一
）

然

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一

れ

ど

も、

卑

見
を

以

て

し

て

は、

本
誌

は、

未
だ

横

書
採
用
の

時

機
に

逹

し
居

ら

ざ
る

に

非

す
や

と

考
へ

ら

る
。

其
主

要
な

ろ

理
由

は、
是
が

爲
に
、

紙
幅
の

變
更

若

く
に

頁

數

の

辮
加

な

來
す

加

恐
る

ζ

に

あ

り
，

蓋

し

毎

頁
の

字

數
な

現

在
の

儘
に

保

留
し、

而

も

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
い

漁
照

者
の

涌

讃
に

苦

痛
な

異
へ

ざ

ら
ん

が

爲
に

け
一

、

日

本・
宇

癢
組
一

行
の

長

さ

は、

現

雀

の

紙
幅

以

下

な

ら

ざ
ろ

べ

か

ら

す
。

是
が

爲
に

に
紙

形
拒

現

在
よ

り

小
さ

き

も
の

と

な

し

て

者
頁
一

揆
の

も

の

と

な

す

か
、

又

は
現

左・
二

り

大
な

る

も
り

と

な

し

各
頁
左

右
二

段
の

も
の

と

な
す

必

要

あ

り
。

然
ら

ア
し

て
、

紙

幅
な

現

乖
の

儘

と

な

さ

ん
と

欲
ゼ

ぼ．

必

す
や

行

間
に

蝕
程

の

臻

裕
な

殘
し

て
、

通
讚
に

苦

痛
な

ら
ざ
る

樣
な

し

置
か

ざ
る
“

へ

か

ら

す、

つ

ま
“、

、

毎
罕

方
寸
觜

り
の

宇
數

減
少

、

即
ち

頁

數
の

櫓

加
な

る

結

果
な

俘

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
 

ひ
、

剃
限

ぜ

ら

れ

乳

ろ

経
費
か

使
規

す
る

携
合
は

逾

行

葎
不

利

釜
と

す
る

譯
れ

る

た

り
。

尤

も

活
字

為
小

型

り

も
0
に

す

れ
ば、

規

在
の

紙
幅
に

て

も
、

毎

頁
兩

段

と

窪
し

得
ざ

る

に

あ

ら
ぎ
れ

ど、
そ

れ

に

も、

現

在
は

、

相

雷
の

故

障
あ

り、

種
々

の

打
算
の

結
果
ほ、

當

分
、

横
書
葎

採

用
マ

る

聖
不

利
釜

と

す
る

も
の

甓

る

な
り

。

（

二
）

縱
書
フ

ツ

ト・
ノ

ー
ト

記
入

塲
所
の

庚

定

も、

多
年

の

懸

案
に

し

て、

今
日

迄
に

各
種
の

提

案
あ

り
実

れ

ど、

段

拔
き

も
の

な

ら
ば

格
珊、

王

下

爾
段
に

分

れ

居
ろ

寧

奉
誌

の

如

き

體

裁
の

も
の

〔

雜

　

録
）

　
O
タ

イ

ヲ

ン

h

メ

カ

ノ

ロ

ガ

に

就
て

，
に

封

し、

未
だ

妙
案
と

稱
琶

ら

ろ
。

へ

き
も
の

は

發

見
ぜ

ら
る

‘

に

至

ら

ざ
る

が

如

し
。

然
れ

共、

差

雷

り、

本

號
諱
説

欄

大

島
理

學
士

の

論
丈
、

並
「
、

抄

録

欄
最

初
の
一

篇

中
に
、

フ

ソ

｝
ノ

ー
ト

挿
入

の

産
文

な

受
け

れ
ろ

處

あ
る

よ

り、

巳
む

存

得

す
、

窮

策

な

が

ら、

見
本

迄
に、

見

ら

る

ζ

通
担、
の
、

二

樣
の

處

置
葎

施
し

置

台

牧

る

が
、

前
者

は

原
署

者
の

發

案
に

從
ひ
、

後
者

は

法

奪
の

雜

趙
な

ど
に

見

ら
ろ

ζ

體

裁
な

模

倣
し

見

力
る

も
の

露
り

。

さ

れ

ど
吾
等

拭、

是
等
に

罸

し、

必

す
し

も

滿
足

し

居
ろ

も
の

に

あ

ら

す、

是
に

闘
し、

便

法
お

ら

ば・

誰
入

よ

り
に

て

も
・

示

敏

々

仰
ぎ
壮

し

と

思
ひ

措

る

な

り
。

●
タ

イ

ヲ

ン

ヒ

メ

カ

ノ

コ

ガ

に

就
て

　

最
近
出
販
せ

ら
れ

忙
る
、．

9
邑
。

駐
。

9

営
豊
。

七
←

Φ

影

←、

冨
甲

器
H

盪
免”

融
冒
娼

監
050

暮
目

（
一
〇

ま
）

．

に

於
て

づ
プ

ソ

ン

は

予
輩・
の

硫
壁

§
ミ
ミ
融

ミ

き
§
§
  、
レ

髯
δ
ρ

NooH

量
弓
Q
日

r
、

ド

く
o
ピ

＜
H
‘

営¶

ρ

》

。。

一

（

一

8
刈

）

な
る

種
を
・
ρ

ミ、
き
幾
蔑

の

砿

讐
9
屯
窪

と
な

し

陀

り
．

之

れ

予

輩
の

服

す

る

能

は

ざ
る

所
な

り
。

何

と
な

れ

ば

ミ
ミ

§．〔
制

詮

に

は

腹
部
第
一

環
節
の

黄
帶

と
第

五

環

節
の

黄
帶

と
の

問
の

爾
側

に

於
て

黄
點
を

有
す

る

も

ミ

§
爭
蕁
象

に

は
之

を

融
く

。

此

事
は

原

記
載
に

記
せ

ざ
り

し

も

胃

頭

に

於
て

近

似

種
と
し
て

特
に

此
點
の

な

き

喚゚

遷
監

寒

を

擧
げ

置

き

だ

る

を
以
て

明
瞭
な

る

事
な

り

と
信

壷
。

而
し
て

パ

ム

プ

ソ

図，
は

前
記
腹
部
の

黄
點
に

重
き

を

措
き
て

種
々

の

種
を
區

別

し、

現
に

寒〜
襄
ミ
詮

と

遷
鈎

農

と

を

も
區

別

す
る

以
上

決
し

て

肺

巳
ミ

§
§

と

ミ，
襄
ミ
巴

と
が，
同

種
と
な

る
べ

き

理

由
な

し
。

依
て

余
は

依
然
鋼

種
な

る

も
の

な
る

こ

と

を

信
壷
る

な

り
。

此

事
は

既
に

先
方
に

申
逸
り

置
き

だ
る

が

序
で

に

同

學
の

諸
君
に

も

御
癒
知
致
し

置
く

事
と

す。

因
に
ハ

ム

二

五

丶
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（

聯．
　

録
）

　
O
河

蹲
の

蹟
同
弓

冨
。 掣

ぎ
潔
o

塁

に

就
て

ブ

声

レ

は

今

回
φ

讐
き
§
勢

な
る

屬
名
を
臥

ミ
鎌
g

と

訂
正
せ

り
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

三

宅
恒
方
）

●
河
鱒
の

国
賢

喜
o
。。

吋

島
＄
 

に

就
て

、

滋

賀
縣
水

産

試
驗
塲
長
川
端
重
五

郎

氏
の

厚
意
に

よ

り
。

同

緜

阪
田

郡

醒

井
村
の

養
魚
塲
に

て

国

篭
ガ
o
・。

ぎ
ぎ
。・

Φ

に

罹
う

た

る

河

鯵
の

標
本
を

得
、

同

時
に、

其
の

發
病
前

後
の

朕
態
に

就
き、

多

少
闘

知

す
る

こ

と
を

得

た

り
。

　

件
の

河
鱒
標
本
の

大
さ

は

左
の

如
し

。

　

　
吻
靖
よ

リ

尾
端

迄
の

長

さ
（

體
の

曲

れ

る

儘
）

…

…

…・・
…

：

…

…

二

〇
・

○

糎

　

　
體

高
（

背
鰭
の

體
前
竭
に

て

測

定
）

…

…
：

…

…

；
…・
…
：

…
…

…
：

四
・

三

糎

　

　、
頸

長

…

…

…・
…
…・
…・
・
：

：

…・
…
：

…
：

：

…

…

…

…

…
…・
…
：

三
・

九

糎

　

背
鰭
は

疊
ま

り
て

、

體
の

背
面
に

密
着
せ

ん

と
す
る

傾

向
を

示

し
、

尾
鰭
の

下

牟
（

殊
に

其

の

下

端
）

は、

著
し
く

削
磨
し
て

原

形

を

失
し、

且

つ

多
少

肥

厚
せ

り
。

　

脊
柱
は

吻
端

よ
う
一

〇
糎
位
の

處
（

背
鰭
の

後

端
よ
b
僅
か

に

後
方

。

後
方
よ

り

數
へ

て

第
二

十
八

椎
骨
の

邊
）

に

て
、

一

旦
、

下
方
に
曲

b
、

吻
端
よ

り
一

一

糎
位
の

處
（

同
上

第
二

十
三

椎
骨

の

邊
）

に
て
、

再
び

上
方
に

曲
b、

更
に

脂

鰭
の

存

在
す
る

邊
（

同
、

上

第
十
三

椎
骨
の

邊
）

に
て

叉

下

方
に

曲
れ

り
。

故
に、

尾
は

著
し

く
下

方
に

向
へ

り
。

前

邇
し

陀
る

尾
鰭
下

牛
の

創
磨
及

肥

厚
は

、

尾
が

斯
の

如

き

位
置

を

保
つ

よ

り、

水
底
と

接
觸
す
る

こ

と
比

較

的
多
き

が

爲
に

生

じ

た

る

現
象
な

る

ぺ

し
。

徇
ほ

尾
鰭
の

下

孚
は

、

垂

直
の

位
置
を

探

ら
す
し
て

、

其
の

下

端
少
し
く

左

側
に

偏
せ

る

」

二

六

　

故
全

體
と
し
て

稍
蓊
に

な

れ

り
。

之
叉

、

病

魚
が

生
時
水

底、
に

接

　

す

る

こ

と
多

か

b
し

事
實
を
暗
示
す
る

も
の

な

ら
ん
か

。

　
　

脊
柱
は

、

上

述
の

如
く、

單
に

上
下
（

背
腹
｝

に

彎
曲
す
る

の

み

　

な

ら

す、

叉

左
右
に

も

彎
曲
せ

り
。

即

ち、

吻
端
よ

り

的
一

〇

糎

　

の

處
（

脊
柱
が

始
に

下

方
に

曲
れ

る

と
同
一

の

處
）

に

て
、

稍
著
し

　
　

く
右
側
に

曲
り
、

・

脂

鰭
直
下
の

邊
（

第
二

次

の

下

方
彎
曲
の

在
る

　

部
分
）

に

て
、

極
め

て

少

し
く

左

側

に

曲

れ

り
。

　
　

各
椎
骨
の

形

態
に
は

別
に

變
化
な

く、

椎

骨
悶
の

oQ
田

岑
o
馨

畠
 

　
も

な

く、

叉
、

椎
軆
軸
の

縮
小

も
無
し

。

唯
、

脊
柱
全

體
が

種
々

　
な

る

方
向

蔦

轡
曲
せ

る

の

み
。

即
ち、

此
の

塲
合
は

、

Φ
国

嵐

貫
目

　
が

脊
椎
畸
形
の

分
類
中

、

（

c
）

の

項
に

相
當
す

。

　
、

前

掲
の

症
朕
の

外、

別
に

特
異
な

る

症
玳
を
認
め

す
。

皚
色
の

　
黒
變
も

亦
之

無
し。

（

但
し

余
の

檢
し
た

る

標
本
は、

探

集
後、

フ

　
オ

戸

マ

リ

ン

中
に

貯
藏
せ

ら
れ

あ
り

だ

る

者
な

り
）

。

　
　
本

標
本

發
病
前
後
の

賦
態
に
關

し、

滋

賀
縣
水
産

試
驗
塲
よ

り

　
得

陀

る

報

告
を

綵
録
せ

ば

左
の

如

し
。

　
　

『

明
治
四

十
五

年
二

月
三

日

發
眼
卵
を
以
て

米

國
よ

わ

本

塲

着、

　
三

月
三

日

孵
化

終

了、

三

月
二

十

四
日

浮
立

始
め

四

月
十
日

全
く

　
之

を
絡
る

。

四

月
十
八

日

卒

均
體
長

○
寸
七

分
五

厘
の

も

の

五
二

　
一

六
尾
を
本
縣
阪
田

都
醒

井
村
宗

谷

藤

野

養

魚

塲

第
二

〇

號
地

　
（

面
積
七

五

圷
八

、

水

深
五

尺
、

換
水
量
一

分
間
甼

均
六

斗
）

に

放

　
養
す

。

　
　
餌
料
と

し
て

は
同

養
魚
塲
の

調
製
に

係
る

蠶
蛹
粉
蝦

粉
麥
粉
三

　
種
混
合
餌

料
を

用
ひ

だ

り
。

其
製
法
は

三

種
の

粉
末
を

重

量
よ

り
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